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　平成 15年 10 月から工事が進められていた菊池広
域連合の汚泥再生処理施設「クリーンセンター花房」
の落成式があり、関係者など約 130人が出席しました。
　式では、福村連合長が「環境に悪影響をあたえるこ
となく処理できる施設です。今後は地域に開かれた施
設として、管理に万全を期していきたいです」とあい
さつし、関係者がテープカットをしました。
　施設の総事業費は約 35億２千万円で、菊池郡市内
の約５万２千人分のし尿と浄化槽汚泥を１日約 100
トン処理し、ひと月約３トンのたい肥にします。
　昨年８月から 12月にかけて、排水とたい肥化の試
験をクリアし、同年 12月に請負業者から同連合に引
き渡されました。

　隈府バレーボールクラブが第３回全国スポーツ少
年団バレーボール交流大会への出場を決め、同部員
13人と監督がその報告に田中教育長を訪れました。
　久保黎奈（くぼれいな）さんが「周りで支えてく
ださる皆さんのおかげで出場できます。大会ではベ
ストを尽くして頑張ってきます」と決意を述べると、
田中教育長が「こんな機会を得たのはチャンスだと
思います。県の代表として自分たちの力を発揮して
きてください」と激励しました。
　全国大会は、３月 26日（日）から３月 29日（水）
にかけて北海道札幌市総合体育センターなどで行な
われ、同クラブは強豪チーム相手に健闘しました。
　現在、９人のメンバーが週に５回程度の練習に汗
を流しています。今後の活躍が期待されます。

3月23日（木）隈府バレーボールクラブ
が、全国大会への出場を報告

3月21日（春分の日）
クリーンセンター花房落成式

　健康づくり大会が泗水ホールであり、子どもたちや家族連れなどたくさん
の人で賑わいました。
　生活習慣病と最も関係の深い「食生活」をテーマに、口から入る食べ物を
見直し、いきいきと元気な生活をおくることを目的に、菊池市と菊池市健康
づくり推進協議会が主催して行われました。
　ステージでは、菊池市食生活改善推進協議会の食育劇や花房小学校、菊之
池小学校児童の感想発表、泗水町生活研究グループ協議会の宮崎裕子さんの
健康づくり活動発表がありました。入口付近のホワイエでは、骨密度測定や
血圧測定など測定機器を使った生活習慣病予防の指導や、歯科検診、フッ化
物塗布などがありました。
　また、長崎県で活躍している、大地といのちの会代表で有機農業者でもあ
る吉田俊道さんが「生ゴミの中には微生物たちが生きています。生ゴミの中
には命があるんです」などと、これまでの体験を通して小学校の子どもたち
に教えてきたことを例にあげ、食べ物への感謝の気持ちを持つことと食を変
える強い意志が必要なこと
を訴えました。参加者の中
には、分かりやすい話にう
なずきながら熱心にメモを
取る人もいました。
　今後、健康づくり推進協
議会では、生産者と消費者、
教育分野などと連携して食
育を中心とした健康づくり
に取り組んでいく予定です。

　平成 17年度の畜産大賞研究開発部門で、九州沖縄
農業研究センターの「成分調整堆肥研究グループ（薬
師堂謙一代表）」が、優秀賞を受賞しました。
　研究は、家畜排泄物法施工に伴う堆肥の生産量の増
大に対応するために行なわれました。堆肥を、耕種
農家が利用しやすいように作物別の肥料成分要求量に
合わせて混合し成型処理したもので、ペレット状にも
なっており、重量、容積とも通常の堆肥の半分程度で、
貯蔵容積や輸送経費、散布労力が半額にできるという
利点もあります。
　また、この研究に現地実証農家として協力した旭志
弁利の岩根勇二さんも表彰を受けました。

　旧菊池市管内６カ所の保育園で、参観日を利用し
た子育てに関する講演会がそれぞれありました。
　菊池市青少年育成市民会議主催で行われたもの
で、講演会終了後のアンケートでは「講演内容がよ
かった」「また実施してほしい」が大多数を占めま
した。
　今後も事業を継続していきながら、地域の関係す
る皆さんにも広く呼びかけて実施される予定です。

開催日 時　間 開催地 講　師 演　題

２月３日
（金）

10：30～
12：00

第二
幼楽園 大山人美氏

助産師から見
た最近の子育
て事情

２月４日
（土）

10：10～
11：30

第一
幼楽園 潮谷愛一氏

乳幼児に大切
なもの

２月10日
（金）

10：30～
11：30

菊之池
保育園 潮谷愛一氏

乳幼児に大切
なもの

２月15日
（水）

10：30～
11：30

花房
保育園 大山人美氏

助産師から見
た最近の子育
て事情

２月24日
（金）

16：00～
17：00

ひかり
保育園 岡田優子氏

一寸気になる
子どもさんに
ついて

３月11日
（土） 10：00～ みゆき

保育園
劇団
すぎの子

人形劇
「わらってリッキ」

3月18日（土）菊池市健康づくり大会

「食べ物への感謝の気持ちを持つこと」
などと訴える吉田俊道さん

2月6日（月）
成分調整堆肥研究グループが、畜産大
賞研究開発部門で優秀賞を受賞

2月3日（金）～3月11日（土）
子育て講演会
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　菊池市重味の生味区で、古川兵戸井手地区ため池
等整備事業竣工記念碑の除幕式がありました。
　この事業では、開水路 39m、トンネル部分 391m
の計 430mの農業用用水路整備が行われました。

　築造後 200年間を経過して侵食などによる脆
ぜい

弱
じゃく

化のため、側部の肌落ちや天井部の崩落が顕著で
あった水路管理の負担が、この事業の完了で大幅に
軽減されます。
　また、素掘りの状態で利用されていたトンネル区
間の崩落、埋没による国道の陥没を回避するととも
に、中山間地域農業の発展に大きく貢献することが
期待されます。

　泗水中学校吹奏楽部の定期演奏会が泗水ホールであ
りました。
　桑原暁子先生の指揮で演奏が始まり、昨年度の吹奏
楽コンクール、銀賞受賞曲「バレエ音楽、ドン・キホー
テよりパ・ドゥ・ドゥ」や、旧１・２年生による「マー
チングステージ」のほか、「演歌メドレー」や「ハウ
ルの動く城ファンタジー」など、子どもたちからお年
寄りまで、みんなが楽しめる曲が披露されました。
　部員の福田紗代さんが作曲した「ベストフレンド」
を旧３年生全員が演奏したり、１・２年生が演奏する
中を、旧３年生が一人ひとりお礼の言葉と共に退場し
たりすると、会場からは大きな拍手が送られました。

3月25日（土）
泗水中学校吹奏楽部第15回定期演奏会

3月23日（木）県営古川兵戸井手地区
ため池等整備事業竣工記念碑除幕式

特設のコーナーで血圧測定をする参加者ヘルスメイトによる食のコーナーで１日に必要な
野菜の量を教えるクイズに挑戦する参加者
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